
 

 

 

 

 

 

 

 

（１）研究主題 

『へき地・複式小規模のよさを生かし、一人ひ

とりが豊かに学ぶ授業の創造』 

（２）活動方針 

①枝幸町における小規模校の研究課題を明らか 

 にした上で、具体的研究推進を図る。 

②「枝幸町教育研究会」と共催で研究大会を実 

施し、「枝幸町複式教育研究大会」とする。 

③実践研究を重視するとともに、研究の累積を

図るように努める。 

（３）研究内容 

・子どもの思考を深め、指導の効率化を図るため

の授業のあり方。（指導過程・指導形態の研究） 

・一人ひとりの子どもが受け身の学習から、自ら

学ぼうとする学習訓練などのあり方。 

・教科、教材の本質に照らした、教材の精選化と

構造化のあり方。 

・指導計画・指導内容に関する学校間交流の促進。 

・小規模校の学級経営・学校経営のあり方。 

・低・中・高学年部会、養護部会、事務部会の

５部会体制で運営する。 

 

 

 ５月１３日 総会・第１回複式部会 

（活動計画策定 他） 

 ５月１５日 第２回複式部会兼複式実践講座 

 ８月２６日 第３回複式部会 

１０月 ７日 第４回複式部会 

１１月１１日 枝幸町複式研究大会 

           （南ブロック） 

１２月 ９日 第５回複式部会 

           （活動反省 他） 

 ２月２４日 町複式部会運営委員会 

（総会準備・宗複会議決定事項の伝達 他） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今年度は感染症拡大の影響で、以下のように 

活動内容等が変更となりました。＞ 

・５月に予定していた総会については書面開催

とし、第１回部会については中止としました。 

・第２回複式部会兼複式実践講座についても中

止としました。 

・第３回複式部会は、夏休み明けで町外へ帰省

していた職員もいることから、感染拡大防止

の観点で中止しました。 

・１０月に第４回複式部会として予定していた

もの、を第１回複式部会として岡島小学校で

開催しました。 

・１１月に予定していた「枝幸町複式研究大会」

については令和３年度へ延期としました。発

表校についてはスライドし、南ブロックでお

こなうこととしました。 

・２月５日に運営委員会を開催し、今年度の活

動の反省と次年度以降の町複式部会の在り方

について協議しました。 

 

 

・町教研事務局が中心となって、町教研と複式

研の一本化を進めています。令和３年度から

複式部会を町教研の一部会とし、会費につい

ても複式校とそうではない学校で差が出ない

ようになる予定です。 

・複式教育の研究についてはおろそかにならな

いよう、複式校の教頭１名が町教研事務局次

長として複式研に関わる業務にあたることと

する予定です。 

・複式校の交流を絶やさないためにも、年に１

～２回複式部会を開催する予定です。 

 

令和２年度 宗谷複式教育連盟 交流紙    
枝幸町複式教育研究会 

令和２年度 （市町村）複式教育研究部会の活動 

１．研究主題・活動方針・体制等 

２．令和２年度当初の活動計画 

３．実施した活動・様子等(経緯含め) 

４．成果・課題・次年度の計画等 


